
滋賀大学・中国東北財経大学共同シンポジウム

日本・円、中国・人民元の今後日本・円、中国・人民元の今後

と日中経済関係と日中経済関係

日時：平成１８年９月２２日（金）

13:30～16:30

会場：滋賀大学経済学部 第２３番教室
（滋賀県彦根市馬場１－１－１）



中国経済の成長には目を見張るものがあり、そうした中で中国の金融・為

替制度も大きくその姿を変えつつあります。本学では東アジア経済研究を

大きな柱の一つとして、中国・大連にある東北財経大学との間で共同研究

プロジェクトをスタートさせ、現在進行中ですが、平成１８年度は「為替制度

改革と日中経済の比較研究」を実施中です。

◆開会挨拶 成 瀬 龍 夫 滋賀大学長

◆基調講演

（１）「日本・円、中国・人民元の今後と日中経済関係」

溝 口 善兵衛

（２）「中国の為替制度と人民元をめぐる諸問題」

露 口 洋 介

日本銀行国際局アジア金融協力センター

（３）「中日経済の比較から見た元高の中国の輸出への影響」

劉 昌 黎

（４）「人民元と中国経済」

北 條 純 人

（財）国際金融情報センター理事長

東北財経大学国際経済貿易学院教授

リサーチフェロー

滋賀大学経済学部助教授



◆パネルディスカッション

パ ネ リ ス ト 溝 口 善兵衛 （財）国際金融情報センター理事長

露 口 洋 介 日本銀行国際局アジア金融協力センター
リサーチフェロー

劉 昌 黎 東北財経大学国際経済貿易学院教授

北 條 純 人 滋賀大学経済学部助教授

コーディネーター 小 栗 誠 治 滋賀大学経済学部教授

◆閉会挨拶 福 田 敏 浩 滋賀大学経済学部長

講 師 紹 介

溝口 善兵衛 氏

現職：（財）国際金融情報センター理事長

略歴：大蔵省入省（1968年）、世界銀行理事代理（1985年）、国際金融局総務課長（1992年）

在米国大使館公使（1994年）、財務省国際局長（1999年）、財務省財務官（2003年）、

2004年から現職

露口 洋介 氏

現職：日本銀行国際局アジア金融協力センターリサーチフェロー

略歴：日本銀行入行（1980年）、外務省出向、駐中華人民共和国日本国大使館書記官

（1989年）、日本銀行香港事務所次長（1995年）、日本銀行国際局企画役（1999年）、

日本銀行北京事務所長（2003年）、2006年から現職

劉 昌黎 氏

現職：中国東北財経大学国際経済貿易学院教授

略歴：中国東北財経大学経済研究所入所（1983年）、同経済研究所副所長（1993年）、

同国際経済貿易学院教授（1998年）、滋賀大学教授（2003年）、2004年から現職

北條 純人 氏

現職：滋賀大学経済学部助教授

略歴：大蔵省入省（1989年）、大蔵省主計局（1990年）、大蔵省理財局（1994年）、海外経済

協力基金業務第一部（1997年）、 大蔵省国際局開発金融課（1999年）、 外務省在

上海日本国総領事館領事（2001年）、2004年から現職

小栗 誠治 氏 （コーディネーター）

現職：滋賀大学経済学部教授

略歴：日本銀行入行（1971年）、調査統計局、金融研究所、考査局、政策委員会室、業務

局等勤務を経て、1998年に滋賀大学着任、2001年～2004年まで滋賀大学副学長



主催 ： 滋賀大学

後援 ： （財）陵水学術後援会、 滋賀大学経済学会、 滋賀銀行、

京都銀行、 びわこ銀行、 滋賀県商工会議所連合会、

滋賀県商工会連合会、 滋賀県中小企業団体中央会、

（社）滋賀経済産業協会、 滋賀経済同友会 （順不同）

シンポジウム終了後、基調講演者、パネリスト
を囲んだ情報交換会を、５４５共同研究室で
行います（会費２，０００円）。出席ご希望の方
は、経済経営研究所までお申し込みください。

◆情報交換会

本シンポジウムに出席ご希望の方は、
下記申込用紙又は電話、Ｅメール等にて、
滋賀大学経済経営研究所

TEL ：0749-27-1047
FAX ：0749-27-1397
E-mail :ebr@biwako.shiga-u.ac.jp

までお申し込みください。

◇参加申込と問い合わせ先

滋賀大学・中国東北財経大学共同シンポジウム参加申込書

お申込先：ＦＡＸ0749-27-1397

貴団体名

住所（〒）

参加者名 所属

TEL                    FAX              E-ﾒｰﾙ

※ご記入いただいた個人情報は、本シンポジウムに関する事務のみに利用させていただきますので、

ご了承ください。

案 内 図

※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

情報交換会 参 加 不参加 （どちらかに○印をつけてください）


